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《
研
究
ノ
ー
ト
》

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
株
式
会
杜
の
・
監
査
役
会

（
∩
0
b
8
目
ら
o
ω
言
＜
o
…
～
づ
o
⑦
）
に
つ
い
て

布
　
井

千
　
博

　
　
　
一
　
は
じ
め
に

　
一
九
六
六
年
七
月
二
四
日
法
（
以
下
法
と
略
す
）
お
よ
ぴ
一
九
六
七
年

三
月
二
三
日
デ
ク
レ
（
以
下
デ
ク
レ
と
略
す
）
は
、
一
八
〇
七
年
商
法
典

以
来
の
株
式
会
社
の
管
理
機
構
で
あ
る
取
締
役
（
＞
｛
、
、
、
、
、
一
、
岨
汁
、
葭
一
。
。
、
）
．
取

締
役
会
（
o
o
冨
〇
一
；
．
邑
冒
巨
弩
き
昌
）
制
度
と
並
ん
で
、
ド
イ
ツ
法
に

倣
っ
た
運
営
委
員
会
（
冒
冒
9
0
ぎ
）
・
監
査
役
会
（
O
。
自
、
。
自
O
、
蜆
自
、
く
。
一
．

＝
彗
8
）
制
度
を
新
た
に
導
入
し
た
。
一
般
に
、
取
締
役
会
制
度
を
採
用

す
る
株
式
会
社
を
、
旧
型
株
式
会
社
（
ω
o
o
試
ま
彗
o
コ
｝
自
一
。
旦
。
身
喀

o
－
鶉
帥
旦
；
）
、
監
査
役
会
制
度
を
採
用
す
る
株
式
会
社
を
新
型
株
式
会
社

（
ω
8
華
凧
彗
O
ξ
旨
耐
ま
片
曽
O
目
昌
毒
彗
）
と
呼
ん
で
お
り
、
い
ず
れ

の
型
式
を
採
用
す
る
か
は
、
会
社
の
定
款
に
お
い
て
定
め
得
る
（
法
一
一
・

八
条
）
。

　
こ
の
よ
う
に
、
新
た
な
制
度
が
、
旧
来
の
制
度
と
選
択
的
に
で
は
あ
る

が
導
入
せ
ら
れ
た
背
景
と
し
て
は
、
第
一
に
、
ヨ
ー
ロ
ツ
パ
共
同
体
の
成

立
に
伴
う
ヨ
ー
ロ
ヅ
バ
域
内
に
お
け
る
会
社
法
統
一
の
動
向
、
お
よ
ぴ
第

二
に
・
参
加
（
勺
彗
葦
言
里
庄
昌
）
を
骨
子
と
す
る
「
企
業
改
革
」
（
家
．

｛
o
・
昌
o
忌
－
．
g
庁
亮
唱
ぎ
）
構
想
の
進
展
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
そ
の
最
大

の
理
由
は
、
取
締
役
会
の
監
督
機
能
の
無
機
能
化
と
い
う
弊
害
に
対
処
す

る
た
め
、
業
務
執
行
と
監
督
と
の
分
離
を
制
度
的
に
確
立
す
る
こ
と
で
あ

一
一
亭

　
本
稿
は
、
新
型
株
式
会
社
に
お
い
て
中
核
的
地
位
を
占
め
る
監
査
役
会

に
つ
き
、
そ
の
組
織
、
職
務
権
隈
、
運
営
の
問
題
を
取
り
上
げ
る
こ
と
と

す
る
。

　
　
　
一
一
監
査
役
会
の
組
織

　
監
査
役
会
制
度
の
導
入
に
当
り
、
立
法
者
は
、
業
務
執
行
の
監
督
を
任

務
と
す
る
新
た
な
機
関
の
設
置
を
意
図
し
た
の
で
あ
っ
た
が
、
監
査
役
会

の
組
織
・
運
営
に
つ
い
て
は
、
多
く
の
点
で
取
締
役
会
に
関
す
る
規
定
を

援
し
た
。
か
か
る
立
謹
の
態
度
は
、
あ
る
い
は
取
締
役
会
制
度
一
の

愛
着
の
た
め
で
あ
る
と
さ
れ
、
あ
る
い
は
合
議
的
議
決
機
関
で
あ
る
取
締

役
会
と
監
査
役
会
の
構
造
を
統
一
す
る
こ
と
を
欲
し
た
た
め
で
あ
る
と
説

　
　
　
（
昌
）

明
さ
れ
る
。

　
1
、
構
成
員
の
選
任
、
任
期
、
員
数
　
　
監
査
役
会
の
構
成
員
は
、
創

立
総
会
ま
た
は
通
常
総
会
に
お
い
て
選
任
さ
れ
る
。
ま
た
、
そ
の
任
期
は

定
款
で
定
め
る
こ
と
を
要
す
る
が
、
六
年
を
超
え
る
こ
と
は
で
き
な
い

（
法
二
二
四
条
一
項
）
。
右
の
選
任
は
、
創
立
総
会
に
お
い
て
は
、
行
使
さ

れ
た
議
決
権
の
三
分
の
二
の
多
数
で
決
せ
ら
れ
（
法
一
五
三
条
三
項
）
、
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通
常
総
会
に
お
い
て
は
過
半
数
で
決
せ
ら
れ
る
（
法
一
五
五
条
三
項
）
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
か
か
る
選
任
制
度
に
つ
い
て
は
、
学
説
よ
り
批
判
が

な
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
通
常
総
会
を
招
集
す
る
の
は
一
般
に
運
営

委
員
会
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
運
営
委
員
会
は
、
議
事
日
程
を
定
め
る
こ

と
に
よ
り
（
法
一
六
〇
条
）
、
意
の
ま
ま
に
監
査
役
会
構
成
員
の
候
補
者

を
鍵
案
し
得
る
。
さ
ら
に
、
運
営
委
員
会
は
、
白
紙
委
任
状
を
利
用
す
る

こ
と
に
よ
り
（
デ
ク
レ
ニ
ニ
四
条
二
項
）
、
自
己
に
都
合
の
よ
い
監
査
役

会
構
成
員
を
株
主
総
会
で
選
任
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
そ
の
緒
果
、

監
督
者
と
被
監
督
者
の
馴
合
が
生
じ
、
業
務
執
行
と
監
督
を
分
離
し
た
意

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

味
は
減
殺
さ
れ
る
恐
れ
が
あ
る
、
と
す
る
。

　
挙
説
は
、
か
か
る
弊
害
の
発
生
を
防
止
す
る
た
め
に
、
あ
る
い
は
ド
イ

　
（
5
）

ツ
法
に
倣
い
、
全
株
主
に
監
査
役
会
構
成
員
の
候
補
者
を
鍵
案
す
る
権
利

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
o
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

を
与
え
る
ぺ
き
こ
と
を
主
張
し
、
あ
る
い
は
サ
ン
ダ
ー
ス
準
備
草
案
に
倣

い
、
監
査
役
会
自
体
に
候
補
者
の
捉
案
権
を
与
え
る
べ
き
こ
と
を
主
張
す

（
8
）

る
。

　
次
に
、
監
査
役
会
の
員
数
で
あ
る
が
、
監
査
役
会
は
、
三
名
以
上
二
一

名
以
下
の
構
成
負
に
よ
り
組
織
さ
れ
る
（
法
二
一
九
条
）
。
定
款
は
、
右

の
範
囲
内
で
員
数
に
関
す
る
規
定
を
置
く
こ
と
が
で
き
、
定
款
に
定
め
の

な
い
場
合
に
は
、
株
主
総
会
は
状
況
に
応
じ
て
監
査
役
会
の
構
成
員
の
員

数
を
決
定
す
る
。
な
お
、
合
併
に
際
し
て
は
、
合
併
後
の
会
社
の
監
査
役

会
の
構
成
員
の
員
数
は
、
最
大
隈
二
四
名
ま
で
許
容
さ
れ
る
（
法
二
一
九

条
）
。

　
2
、
兼
任
禁
止
　
　
監
査
役
会
の
構
成
員
は
、
運
営
委
員
会
の
構
成
員

を
兼
ね
る
こ
と
が
で
き
ず
（
法
二
二
三
条
）
、
ま
た
、
監
査
役
会
の
構
成

員
が
運
営
委
員
会
の
構
成
員
に
選
任
さ
れ
、
そ
の
就
任
を
受
諾
し
た
時
は
、

監
査
役
会
に
お
け
る
委
任
は
終
了
す
る
（
デ
ク
レ
九
八
粂
）
。

　
監
査
役
会
の
構
成
員
が
、
当
該
会
社
と
雇
傭
契
約
を
締
結
し
、
あ
る
い

は
会
社
の
従
業
員
が
監
査
役
会
の
構
成
貝
と
な
る
こ
と
は
禁
じ
ら
れ
る
。

法
は
こ
の
点
に
つ
き
明
文
で
定
め
て
い
な
い
が
、
か
か
る
趣
旨
は
、
監
査

役
会
の
構
成
員
の
報
酬
に
関
す
る
規
定
に
よ
り
、
間
接
的
に
窺
え
る
。
す

な
わ
ち
、
監
査
役
会
の
構
成
員
は
、
株
主
総
会
の
定
め
る
出
席
手
当
、
利

益
分
配
金
、
特
別
報
酬
以
外
の
報
酬
を
会
社
か
ら
受
領
す
る
こ
と
が
禁
じ

ら
れ
て
お
り
（
法
一
四
二
条
一
項
）
、
従
業
員
と
し
て
の
給
与
も
、
こ
の

禁
止
に
抵
触
す
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
こ
と
は
、
理
論
的
に
も
是

認
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
監
査
役
会
の
職
務
で
あ
る
監
督
の
任
務
は
、
独

立
性
が
要
求
さ
れ
、
雇
傭
契
約
に
伴
う
従
属
的
関
係
と
相
容
れ
な
い
か
ら

　
（
o
）

で
あ
る
。

　
た
だ
し
、
右
の
兼
任
禁
止
に
は
、
一
九
七
三
年
＝
一
月
二
七
日
法
に
よ

り
、
二
つ
の
例
外
が
設
け
ら
れ
た
。

　
第
一
は
、
政
府
出
資
が
資
本
の
過
半
数
を
上
回
る
混
合
経
済
会
社
に
つ

い
て
の
例
外
で
あ
り
、
こ
の
場
合
に
は
、
法
一
四
二
条
一
項
の
適
用
は
排

除
さ
れ
、
従
業
貝
は
、
監
査
役
会
の
構
成
員
に
選
任
さ
れ
る
こ
と
が
で
き

る
（
一
九
七
三
年
法
一
五
条
）
。

　
第
二
は
、
従
業
員
の
株
式
引
受
に
関
す
る
法
二
〇
八
条
ノ
九
以
下
の
規

定
に
基
づ
い
て
引
受
け
た
記
名
株
式
を
有
す
る
従
業
員
、
ま
た
は
、
こ
れ

ら
の
鋭
定
に
基
づ
い
て
共
同
投
資
資
金
（
司
o
己
蜆
8
昌
ヨ
…
一
ま
旦
碧
耐
－

ヨ
蔓
5
を
介
し
て
株
式
を
引
受
け
た
場
合
に
お
け
る
、
共
同
投
資
資
金

　
　
　
　
（
1
0
）

の
監
査
委
員
会
（
O
O
目
㎜
邑
ま
㎝
看
蓋
昌
彗
8
）
の
構
成
員
に
対
す
る
例
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外
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
者
も
ま
た
、
法
一
四
二
条
一
項
の
適
用
を
受
け
ず
、

監
査
役
会
の
構
成
員
と
な
る
こ
と
が
で
き
る
（
法
一
四
二
条
二
項
）
。

　
3
、
構
成
員
の
解
任
　
　
通
常
総
会
は
、
い
つ
で
も
、
監
査
役
会
の
構

成
員
を
解
任
す
る
こ
と
が
で
き
．
る
（
法
二
二
四
条
二
項
）
。
こ
の
場
合
、

解
任
に
つ
い
て
の
株
主
総
会
の
議
事
日
程
へ
の
記
械
は
必
要
と
さ
れ
な
い

（
法
一
六
〇
条
三
項
）
。
ま
た
、
総
会
決
議
の
要
件
も
加
重
さ
れ
て
お
ら
ず
、

議
決
権
あ
る
株
式
の
四
分
の
一
以
上
に
当
る
株
式
を
有
す
る
株
主
の
出
席

に
よ
り
、
そ
の
議
決
権
の
過
半
数
を
も
っ
て
、
解
任
の
決
議
が
な
さ
れ
る

（
法
一
五
五
条
二
項
、
三
項
）
。

一
一
一
監
査
役
会
の
職
務
権
隈

　
監
査
役
会
の
主
た
る
任
務
は
、
運
営
委
員
会
の
業
務
執
行
を
監
督
す
る

こ
と
に
あ
る
。
し
か
し
、
監
査
役
会
の
任
務
は
、
こ
れ
に
と
ど
ま
る
も
の

で
は
な
く
、
さ
ら
に
、
会
計
監
査
、
一
定
の
取
引
に
つ
い
て
の
事
前
の
認

許
、
運
営
委
員
会
の
組
織
へ
の
介
入
、
一
定
事
項
に
つ
い
て
の
決
定
に
ま

で
及
ぷ
。
こ
こ
で
は
、
監
督
任
務
に
直
接
関
係
す
る
職
務
権
隈
と
し
て
、

1
、
業
務
執
行
の
監
督
、
2
、
会
計
監
査
、
3
、
事
前
の
認
許
を
取
り
上

げ
る
。

　
1
、
業
務
執
行
の
監
督
　
　
監
査
役
会
は
、
運
営
委
員
会
に
よ
る
会
社

の
業
務
執
行
を
常
時
監
督
す
る
任
務
を
行
う
（
法
二
一
八
条
一
項
）
。
監

査
役
会
が
行
う
監
督
の
範
囲
は
、
会
祉
の
活
動
が
法
ま
た
は
定
款
に
適
合

し
た
も
の
で
あ
る
か
否
か
を
評
価
す
る
適
法
性
（
・
猪
己
胃
ま
忌
巨

o
q
o
邑
昌
）
の
監
督
お
よ
ぴ
、
業
務
執
行
が
会
社
の
利
益
に
照
ら
し
て
妥
当

で
あ
る
か
否
か
を
評
価
す
る
妥
当
性
（
o
電
o
ユ
昌
ま
ま
ζ
o
司
＄
或
昌
）

　
　
　
　
（
H
）

の
監
督
に
及
ぷ
。
し
た
が
っ
て
、
監
査
役
会
の
監
督
の
対
象
は
、
経
営
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
H
）

財
政
・
人
事
管
理
・
生
産
等
の
業
務
執
行
全
般
に
及
ぴ
、
ま
た
、
こ
れ
ら

の
点
に
つ
い
て
運
営
委
員
会
が
採
用
し
た
政
策
実
現
手
段
の
適
否
お
よ
ぴ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
蝸
）

過
失
の
有
無
の
監
督
が
、
監
査
役
会
の
任
赫
と
な
る
。

　
た
だ
し
、
運
営
委
員
会
が
選
択
し
た
政
策
自
体
の
妥
当
性
に
つ
き
、
監

査
役
会
の
監
督
が
及
ぷ
か
否
か
は
説
が
分
れ
る
。
否
定
説
は
、
業
務
執
行

へ
の
介
入
（
一
旨
冒
オ
庄
竃
旨
畠
ζ
鷺
蜆
“
－
o
目
）
と
な
る
と
し
て
、
監
査

役
会
が
、
運
営
委
員
会
の
定
め
た
政
策
の
妥
当
性
に
つ
い
て
判
断
を
下
す

　
　
　
　
　
（
H
）

こ
と
を
否
定
す
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
背
定
説
は
次
の
，
こ
と
く
述
べ
る
。

す
な
わ
ち
、
監
査
役
会
の
な
す
監
督
の
目
的
は
、
株
主
総
会
に
捉
出
す
る

意
見
書
中
に
お
い
て
、
運
営
委
員
会
の
業
務
執
行
に
つ
い
て
の
評
価
を
表

明
し
、
も
っ
て
株
主
に
正
し
い
判
断
の
た
め
の
資
料
を
捉
供
す
る
こ
と
に

あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
監
査
役
会
が
運
営
委
員
会
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た

政
策
の
内
容
を
知
り
、
そ
れ
を
評
価
あ
る
い
は
批
判
す
る
こ
と
は
必
要
で

　
　
　
　
　
　
（
衙
）

あ
る
、
と
主
張
す
る
。

　
以
上
に
述
べ
た
業
務
執
行
の
監
督
を
、
監
査
役
会
が
有
効
に
行
い
得
る

よ
う
に
、
法
は
調
査
・
報
告
制
度
を
確
立
す
る
。

，
ま
ず
、
監
査
役
会
は
、
営
業
年
度
内
の
い
か
な
る
時
期
に
お
い
て
も
、

適
当
と
判
断
す
る
検
査
お
よ
ぴ
監
督
を
な
し
、
そ
の
任
務
の
遂
行
に
有
益

と
認
め
る
書
類
を
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
法
二
一
八
条
三
項
）
。
右

の
調
査
権
は
監
査
役
会
自
体
に
与
え
ら
れ
、
調
査
を
な
す
に
当
っ
て
は
、

監
査
役
会
の
招
集
が
必
要
と
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
監
査
役
会
の
各
構
成
員

が
、
別
々
に
調
査
を
な
す
こ
と
に
よ
り
、
運
営
委
員
会
に
過
度
の
負
担
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
珊
）

か
け
、
業
務
執
行
に
支
陣
を
来
す
こ
と
を
防
止
す
る
配
慮
に
基
づ
く
。
し
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か
し
、
．
監
査
役
会
の
招
集
は
、
原
則
と
し
て
監
査
役
会
会
長
な
い
し
は
副

会
長
に
よ
り
行
わ
れ
、
こ
の
た
め
に
監
査
役
会
内
部
の
少
数
派
は
不
利
な

立
場
に
置
か
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
監
査
役
会
の
決
定
に
従
え
ぱ
自
己
の

職
費
を
全
う
し
得
な
い
と
判
断
す
る
監
査
役
会
の
構
成
員
は
、
単
独
で
調

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
H
）

査
を
行
い
得
る
も
の
と
解
さ
れ
る
。

　
ま
た
、
監
査
役
会
は
、
少
な
く
と
も
三
力
月
に
一
度
、
運
営
委
貝
会
よ

り
報
告
書
の
捉
出
を
受
け
る
（
法
二
一
八
条
四
項
）
。
報
告
書
の
内
容
に

つ
い
て
は
法
の
定
め
が
な
く
、
定
款
に
記
繊
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

た
だ
し
、
定
款
に
記
繊
の
な
い
場
合
は
、
デ
ク
レ
一
四
八
条
の
規
定
が
準

用
さ
れ
、
会
社
お
よ
ぴ
子
会
社
の
活
動
、
そ
の
活
動
の
成
果
、
実
現
し
た

成
長
の
度
合
あ
る
い
は
直
面
し
た
問
題
点
、
お
よ
ぴ
将
来
の
予
測
が
記
載

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
蝸
）

さ
る
べ
き
も
の
と
解
さ
れ
る
。

　
2
、
会
計
監
査
　
　
監
査
役
会
は
、
営
業
年
度
終
了
後
三
力
月
以
内
に
、

運
営
委
員
会
よ
り
営
業
報
告
書
、
損
益
計
算
書
お
よ
ぴ
貸
借
対
照
表
の
提

出
を
受
け
、
検
査
お
よ
び
監
督
を
な
す
も
の
と
さ
れ
（
法
二
一
八
条
五

項
）
、
ま
た
、
右
の
書
類
に
つ
い
て
株
主
総
会
に
意
見
書
を
捉
出
す
ぺ
き

も
の
と
定
め
ら
れ
る
（
同
条
六
項
）
。

　
と
こ
ろ
で
、
同
様
の
会
計
監
査
の
任
務
は
、
会
計
監
査
役
（
O
O
…
ま
甲

窒
ぎ
彗
嵩
8
旨
冥
黎
）
に
よ
っ
て
も
行
わ
れ
、
両
者
の
関
係
が
間
題
と
な

る
。
会
計
監
査
役
は
、
常
設
の
機
関
と
し
て
、
会
社
の
計
算
書
類
の
適
法

性
（
・
猪
自
巨
ま
）
と
信
鰯
性
（
蜆
ヲ
o
螢
ま
）
を
証
明
す
る
任
務
が
課
せ
ら

れ
て
い
る
が
（
法
二
二
八
条
一
項
）
、
特
別
の
資
楮
を
有
す
る
者
よ
り
選

　
（
凹
）

出
さ
れ
（
ぷ
『
二
九
条
）
、
専
門
的
か
つ
客
観
的
に
会
計
監
査
を
行
う
も

の
と
解
さ
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
監
査
役
会
の
行
う
計
算
書
類
の
検
査

お
よ
ぴ
監
督
は
、
業
務
執
行
の
監
督
に
必
然
的
に
付
随
す
る
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
監
査
役
会
が
業
務
執
行
の
妥
当
性
を
判
断
す
る
に

は
、
業
務
執
行
の
基
盤
と
な
る
計
算
書
類
の
検
討
が
不
可
欠
で
あ
る
か
で

（
別
）

あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
会
計
監
査
役
と
監
査
役
会
は
計
算
書
類
の
監
督
を
並
行

し
て
行
う
も
の
で
あ
る
が
、
両
者
は
競
合
す
る
も
の
で
は
な
く
、
反
対
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
理
）

両
者
の
協
カ
が
必
要
と
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
監
査
役
会
は
、
会
計
監
査

役
よ
り
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
報
告
を
受
け
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
る

（
法
二
三
〇
条
）
。
ω
会
計
監
査
役
が
行
な
っ
た
監
査
、
検
査
お
よ
ぴ
各
種

の
調
査
、
ω
貸
借
対
照
表
そ
の
他
の
計
算
書
類
の
項
目
で
、
会
計
監
査
役

が
変
更
を
加
え
る
べ
き
も
の
と
認
め
る
事
項
、
㈹
会
計
監
査
役
が
発
見
し

た
不
適
正
か
つ
不
正
確
な
事
項
、
ω
前
営
業
年
度
と
比
較
し
た
当
該
営
業

年
度
の
成
果
に
関
す
る
上
記
の
評
定
お
よ
ぴ
訂
正
よ
り
導
か
れ
る
結
論
、

の
四
項
目
で
あ
る
。

　
3
、
事
前
の
認
許
　
　
法
は
、
監
査
役
会
の
職
務
を
右
に
述
ぺ
た
事
後

的
監
督
（
o
昌
9
2
o
甘
勺
o
蜆
宥
ユ
o
ユ
）
に
と
ど
め
ず
、
運
営
委
負
会
の
行

う
一
定
の
行
為
に
つ
い
て
監
査
役
会
の
事
前
の
認
許
を
必
要
と
す
る
こ
と

に
よ
り
、
監
査
役
会
の
職
務
を
事
前
的
監
督
（
8
津
＆
－
o
甘
屑
一
〇
＝
）
に

ま
で
拡
大
し
た
。
監
査
役
会
の
事
前
の
認
許
を
要
す
る
行
為
は
、
a
、
会

社
と
運
営
委
員
会
ま
た
は
監
査
役
会
の
構
成
員
と
の
閥
で
な
さ
れ
る
契
約
、

b
、
保
証
、
手
形
保
証
、
担
保
の
捉
供
、
c
、
定
款
が
列
挙
す
る
取
引
で

あ
る
。

　
a
、
会
社
と
運
営
委
員
会
ま
た
は
監
査
役
会
の
構
成
員
と
の
契
約
に
つ

い
て
は
、
監
査
役
会
の
事
前
の
認
許
を
必
要
と
す
る
（
法
一
四
三
条
一
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項
）
。
監
査
役
会
の
認
許
を
要
す
る
契
約
に
は
、
運
営
委
員
会
も
し
く
は

監
査
役
会
の
構
成
員
と
間
接
に
利
害
関
係
を
有
す
る
契
約
、
ま
た
は
他
人

を
介
し
て
会
祉
と
取
引
す
る
契
約
べ
含
ま
れ
る
（
同
条
二
項
）
。
ま
た
右

契
約
の
う
ち
に
は
、
運
営
委
員
会
の
構
成
員
と
会
社
と
の
間
で
な
さ
れ
る

雇
傭
契
約
（
8
＝
“
；
庁
ま
旨
；
、
茎
）
や
、
会
社
の
計
算
で
な
さ
れ
る
売

　
　
（
盟
〕

買
を
含
む
。
た
だ
し
、
日
常
業
務
に
関
す
る
契
約
で
正
規
の
条
件
に
従
っ

て
な
さ
れ
る
も
の
に
つ
い
て
は
こ
の
限
り
で
な
い
（
法
一
四
四
条
）
。

　
右
の
認
許
は
監
査
役
会
の
決
議
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
が
（
法
一
四
五
条

一
項
）
、
さ
ら
に
次
の
手
続
を
必
要
と
す
る
。
す
な
わ
ち
、
監
査
役
会
会

長
は
、
認
許
し
た
契
約
に
つ
い
て
会
計
監
査
役
に
通
知
し
、
か
つ
株
主
総

会
の
承
認
を
求
め
ね
ば
な
ら
ず
（
法
一
四
五
条
二
項
）
、
会
計
監
査
役
は

右
の
契
約
に
つ
き
特
別
報
告
書
を
株
主
総
会
に
提
出
す
る
（
同
条
三
項
）
。

　
右
の
規
定
は
、
か
か
る
契
約
が
会
社
に
損
害
を
与
え
、
当
事
者
に
特
に

有
利
な
条
件
で
締
結
さ
れ
る
危
険
を
防
止
す
る
た
め
に
設
け
ら
れ
た
も
の

で
あ
る
。
監
査
役
会
は
、
認
許
を
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
よ
り
当
該
契
約
の

妥
当
性
を
監
督
す
る
こ
と
が
で
き
、
会
計
監
査
役
は
、
監
査
役
会
会
長
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
別
）

り
通
知
を
受
け
る
こ
と
に
よ
り
適
法
性
の
監
督
を
な
し
得
る
。

　
た
だ
し
、
株
主
総
会
の
関
与
が
妥
当
で
あ
る
か
は
疑
問
視
さ
れ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
右
の
契
約
が
厳
重
な
規
制
に
服
す
る
の
は
、
か
か
る
契
約
が

会
社
に
と
っ
て
特
別
の
重
要
性
を
有
す
る
か
ら
で
は
な
く
、
契
約
当
事
者

が
会
社
と
特
別
な
関
係
に
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
業
務
執
行
機
関
で
も
あ
り

監
督
機
関
で
も
あ
る
取
締
役
会
と
異
な
り
、
監
査
役
会
は
独
立
し
て
監
督

の
職
務
を
行
う
の
で
あ
り
、
契
約
の
適
徳
性
（
ヨ
o
邑
ま
）
に
つ
い
て
の

判
断
は
、
株
主
総
会
の
関
与
な
し
に
監
査
役
会
の
み
が
行
う
こ
と
で
足
り

る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
立
法
論
上
は
、
監
査
役
会
は
、
会
計

監
査
役
の
報
告
を
考
慮
し
て
、
最
終
的
に
認
許
す
ぺ
き
か
否
か
の
判
断
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
蝸
）

な
し
得
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
適
切
と
考
え
ら
れ
る
。

　
b
、
保
証
、
手
形
保
証
、
担
保
の
提
供
は
、
必
ず
監
査
役
会
の
認
許
を

受
け
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
（
法
二
一
八
条
二
項
）
。
こ
の
規
定
は
、
右
の

行
為
が
会
社
に
対
し
て
財
政
的
に
与
え
る
危
険
性
を
考
嵐
し
て
設
け
ら
れ

（
珊
〕

た
。
し
か
し
な
が
ら
、
会
社
の
金
融
活
動
を
過
度
に
困
難
な
ら
し
め
な
い

よ
う
、
右
の
制
度
は
以
下
の
点
で
緩
和
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
監
査

役
会
は
、
運
営
委
員
会
が
一
定
総
額
の
範
囲
内
で
会
社
の
名
に
お
い
て
保

証
、
手
形
保
証
、
担
保
の
提
供
を
な
す
こ
と
を
認
許
で
き
、
ま
た
個
々
の

契
約
に
つ
い
て
限
度
額
を
定
め
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
各
限

度
額
を
超
え
る
契
約
を
な
す
場
合
に
の
み
、
各
別
に
監
査
役
会
の
認
許
を

得
れ
ぱ
足
り
る
と
し
た
（
デ
ク
レ
一
；
一
条
一
項
）
。

　
C
、
監
査
役
会
は
、
定
款
が
列
挙
す
る
取
引
の
締
縞
に
つ
い
て
事
前
の

認
許
を
与
え
る
（
法
二
一
八
条
二
項
）
。
こ
の
規
定
は
、
会
社
の
将
来
に

重
大
な
影
響
を
与
え
る
問
題
に
つ
い
て
の
決
定
を
運
営
委
員
会
だ
け
に
委

ね
ず
、
株
主
の
代
表
を
も
関
与
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

　
た
だ
し
、
業
務
執
行
と
監
督
と
を
分
離
し
よ
う
と
し
た
法
の
趣
旨
よ
り
、

定
款
に
列
挙
さ
れ
る
取
引
の
項
目
は
、
制
限
的
か
つ
詳
細
な
る
こ
と
を
要

し
、
日
常
的
取
引
以
外
の
重
要
で
特
定
さ
れ
た
取
引
の
み
を
対
象
と
す
べ

　
　
　
　
　
　
　
（
野
）

き
で
あ
る
と
解
さ
れ
る
。
ま
た
、
監
査
役
会
は
、
条
件
付
の
認
許
を
す
ぺ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
鴉
）

き
で
は
な
く
、
認
許
を
な
す
か
否
か
の
判
断
し
か
な
し
得
な
い
。
た
だ
し
、

監
査
役
会
が
認
許
を
拒
否
し
た
場
合
で
も
、
運
営
委
員
会
は
、
株
主
総
会

に
対
し
て
、
意
見
の
食
い
違
い
の
判
定
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
（
デ
ク
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レ
一
〇
〇
条
）
。

四
、
監
査
役
会
の
運
営

　
監
査
役
会
は
、
複
数
の
構
成
員
よ
り
構
成
さ
れ
る
合
議
機
関
で
あ
り
、

法
あ
る
い
は
定
款
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
任
務
は
、
会
議
（
器
彗
8
）
に
お

け
る
審
議
を
通
し
て
遂
行
さ
れ
る
。

　
ユ
、
監
査
役
会
の
招
集
　
　
監
査
役
会
の
招
集
は
、
原
則
と
し
て
監
査

役
会
会
長
な
い
し
は
副
会
長
が
行
い
（
法
二
二
八
条
一
項
）
、
定
款
に
よ

っ
て
も
、
他
の
監
査
役
会
の
構
成
員
に
招
築
権
を
付
与
す
る
こ
と
は
で
き

　
（
靱
〕

な
い
。
し
か
し
、
運
営
委
員
会
の
構
成
員
の
一
人
ま
た
は
監
査
役
会
の
構

成
員
の
三
分
の
一
以
上
に
当
る
者
は
、
理
由
を
付
し
て
監
査
役
会
会
長
に

監
査
役
会
の
招
集
を
請
求
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
、
こ
の
場
合
会
長
は
、

一
五
日
以
内
に
監
査
役
会
の
招
築
を
な
さ
ね
ぱ
な
ら
な
い
（
デ
ク
レ
一
〇

七
条
二
項
）
。
宥
の
講
求
に
応
じ
て
招
集
が
な
さ
れ
な
い
場
含
、
請
求
者

は
、
議
事
日
程
を
程
示
し
て
監
査
役
会
を
招
集
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
同

条
三
項
）
。

　
ま
た
、
定
款
に
お
い
て
、
監
査
役
会
の
招
集
お
よ
ぴ
議
事
に
関
す
る
規

則
が
定
め
ら
れ
る
が
（
デ
ク
レ
一
〇
七
条
一
項
）
、
招
集
の
時
期
に
つ
い

て
は
、
法
の
定
め
に
よ
り
最
少
限
の
回
数
が
確
保
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、

少
な
く
と
圭
二
力
月
に
一
度
な
さ
れ
る
運
営
委
員
会
の
報
告
書
提
出
の
場

合
と
（
法
＝
一
八
条
四
項
）
、
営
業
年
度
終
了
後
三
力
月
以
内
に
運
営
委

員
会
が
提
出
す
る
計
算
書
類
の
検
査
お
よ
ぴ
監
督
の
場
合
で
あ
る
．
（
法
一

二
八
条
五
項
）
。

　
2
、
定
足
数
　
　
監
査
役
会
が
有
効
な
審
議
を
行
う
に
必
要
な
定
足
数

は
、
構
成
員
の
過
半
数
で
あ
る
（
法
；
一
九
条
一
項
）
。
ま
た
、
定
款
に

別
段
の
定
め
の
あ
る
場
合
を
除
き
、
監
査
役
会
の
構
成
員
は
、
他
の
構
成

員
に
対
し
て
会
議
（
器
彗
o
Φ
旨
8
屋
巴
）
に
お
い
て
自
己
の
代
理
を
務

め
る
こ
と
を
委
任
し
得
る
（
デ
ク
レ
一
〇
七
条
ノ
一
、
一
項
）
。
た
だ
し
、

代
理
人
を
介
し
て
監
査
役
会
に
出
席
す
る
者
は
定
足
数
の
算
定
に
含
ま
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ヨ
o
）

ず
、
実
際
に
出
席
し
た
者
の
人
数
に
よ
る
。

　
3
、
決
議
　
　
監
査
役
会
の
決
議
は
、
定
款
に
よ
り
多
数
決
の
要
件
が

加
重
さ
れ
な
い
隈
り
、
出
席
し
た
構
成
員
お
よ
ぴ
代
理
人
の
過
半
数
に
よ

り
行
わ
れ
る
（
法
二
二
九
条
二
項
）
。
ま
た
、
定
款
に
別
段
の
定
め
が
な

い
限
り
、
可
否
同
数
の
場
合
に
は
監
査
役
会
会
長
の
決
す
る
と
こ
ろ
に
よ

る
（
同
条
三
項
）
。
さ
ら
に
、
議
事
録
の
作
成
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
お
り

（
デ
ク
レ
一
〇
九
条
）
、
監
査
役
会
で
行
わ
れ
た
議
事
と
出
席
者
お
よ
び
欠

席
者
の
氏
名
が
記
載
さ
れ
る
（
デ
ク
レ
一
一
〇
条
一
項
）
。

　
4
、
特
別
委
任
お
よ
ぴ
委
員
会
　
　
監
査
役
会
は
、
特
定
の
事
項
に
関

し
て
構
成
員
の
一
人
ま
た
は
数
人
に
特
別
委
任
（
昌
彗
註
誌
名
萱
彗
×
）

を
な
す
こ
と
が
で
き
る
（
デ
ク
レ
一
一
五
条
一
項
）
。
こ
の
特
別
委
任
の

目
的
に
つ
い
て
法
は
何
等
隈
定
し
て
い
な
い
が
、
そ
の
主
要
な
目
的
は
、

監
査
役
会
の
決
定
し
た
調
査
を
特
定
の
者
に
委
任
す
る
こ
と
に
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
も
し
監
査
役
会
の
決
定
し
た
調
査
が
構
成
員
各

自
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
と
す
れ
ぱ
、
運
営
委
員
会
に
過
度
の
負
担
を
か
け
、

ま
た
秘
密
裡
に
な
さ
る
べ
き
調
査
が
不
可
能
と
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
監

査
役
会
は
か
か
る
点
を
配
慮
し
て
特
定
の
構
成
員
に
調
査
の
委
任
を
な
す

　
　
　
　
　
　
（
趾
）

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
さ
ら
に
、
監
査
役
会
は
そ
の
内
部
に
委
員
会
（
O
o
…
旨
室
o
；
）
を
設
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置
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
委
員
会
の
構
成
お
よ
ぴ
権
限
は
監
査
役
会

に
よ
り
定
め
ら
れ
、
監
査
役
会
の
責
任
に
お
い
て
活
動
す
る
。
ま
た
、
こ

の
委
員
会
の
権
限
は
、
法
ま
た
は
定
款
に
よ
り
監
査
役
会
に
与
え
ら
れ
た

権
限
を
侵
す
も
の
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
（
デ
ク
レ
一
一
五
条
二
項
）
。

か
か
る
条
件
の
下
で
、
委
員
会
の
任
務
は
、
監
査
役
会
の
決
定
に
役
立
つ

調
査
お
よ
び
準
備
と
、
非
常
に
技
術
的
な
知
識
の
獲
得
に
限
ら
れ
る
と
解

　
（
盟
〕

さ
れ
る
。

五
縞
ぴ

　
以
上
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
監
査
役
会
制
度
を
概
観
し
た
が
、
フ
ラ
ン

ス
に
お
け
る
監
査
役
会
は
、
わ
が
国
の
監
査
役
に
比
し
、
非
常
に
強
大
な

権
限
を
有
す
る
点
に
特
徴
を
有
す
る
。
こ
れ
は
、
わ
が
国
の
監
査
役
が
、

業
務
監
査
の
権
能
を
も
有
す
る
取
締
役
会
の
存
在
を
前
捉
と
し
て
、
権
隈

の
範
囲
が
定
め
ら
れ
た
の
に
対
し
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
は
、
業
務
執
行

と
監
督
の
分
離
に
伴
い
、
従
来
取
締
役
会
が
有
し
て
い
た
業
務
執
行
の
監

督
の
機
能
を
、
挙
げ
て
監
査
役
会
の
権
限
と
し
た
こ
と
に
起
因
す
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
わ
が
国
に
お
い
て
は
、
代
表
取
締
役
を
中
心
と
す
る
執
行

都
の
業
務
執
行
を
監
督
す
る
機
関
と
し
て
、
取
締
役
会
と
監
査
役
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
鎚
）

し
か
し
、
取
締
役
会
に
つ
い
て
は
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
と
同
様
、
そ
の

監
督
機
能
の
著
し
い
徴
弱
が
問
題
と
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
取
締
役
の
大
部

分
が
内
部
取
締
役
で
あ
り
、
か
つ
業
務
執
行
の
分
担
を
し
て
い
る
た
め
、

代
表
取
締
役
に
対
し
、
独
立
し
た
地
位
を
有
さ
な
い
こ
と
に
基
づ
く
。
取

締
役
会
の
活
性
化
の
た
め
に
は
、
ま
ず
、
社
外
取
締
役
の
導
入
等
に
よ
る

右
の
点
の
是
正
が
必
要
と
さ
れ
よ
う
。
し
か
し
、
そ
れ
が
実
現
さ
れ
た
場

合
で
も
、
代
表
取
締
役
等
の
執
行
部
の
同
席
の
も
と
で
、
取
締
役
会
の
監

督
機
能
が
有
効
に
作
用
し
得
る
か
は
さ
ら
に
疑
問
の
存
す
る
と
こ
ろ
で
あ

る
o　

他
方
、
監
査
役
は
、
取
締
役
会
が
妥
当
性
の
監
査
を
行
う
と
い
う
前
提

の
も
と
で
、
取
締
投
の
職
務
の
執
行
に
関
し
、
連
法
性
の
監
査
を
行
う
こ

と
に
限
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
特
に
監
査
役
の
介
入
が
望
ま
し
い
、
会
社
・

取
締
役
間
の
利
益
相
反
取
引
に
つ
い
て
、
何
等
権
限
を
有
し
な
い
。
さ
ら

に
、
今
次
の
改
正
に
．
お
い
て
、
複
数
監
査
役
制
度
が
一
部
の
会
社
に
強
制

さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
が
（
昭
和
五
六
年
改
正
監
査
特
例
法
一
八
条
一

項
）
、
い
ま
だ
監
査
役
は
独
任
性
の
機
関
で
あ
り
、
監
査
役
が
単
独
で
、

組
織
化
さ
れ
た
会
社
経
営
者
に
対
抗
し
得
る
か
も
疑
問
で
あ
る
。

　
か
か
る
点
を
考
廠
す
る
と
き
、
監
査
役
会
制
度
の
導
入
に
よ
る
監
査
機

能
の
強
化
と
い
う
フ
ラ
ン
ス
の
選
択
は
、
参
考
に
価
す
る
と
考
え
る
。
た

だ
し
、
わ
が
国
に
監
査
役
会
制
度
を
導
入
す
る
に
際
し
て
は
、
い
か
な
る

範
囲
の
権
隈
を
監
査
役
会
の
権
隈
と
す
ぺ
き
か
、
ま
た
、
監
査
役
会
を
他

の
機
関
ま
た
は
制
度
と
い
か
に
調
和
さ
す
べ
き
か
が
解
明
さ
れ
な
け
れ

ぱ
な
ら
な
い
。
本
稿
は
、
い
ま
だ
以
上
の
間
題
を
提
起
す
る
に
と
ど
ま
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
盟
）

が
、
そ
れ
と
と
も
に
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
、
監
査
役
会
制
度
の
普
及
の

た
め
に
い
か
な
る
立
法
措
置
が
今
後
取
ら
れ
る
か
を
、
注
目
し
て
ゆ
き
た

い
。

　
（
1
）
　
起
草
者
説
明
に
お
い
て
は
、
新
型
株
式
会
社
導
入
の
理
由
と
し

　
　
て
、
以
L
⊥
の
三
つ
の
理
由
が
挙
げ
ら
れ
た
が
（
－
○
・
＞
・
Z
よ
盲
ぎ

　
　
岩
a
）
、
議
会
に
お
け
る
審
議
に
お
い
て
は
、
と
り
わ
け
業
務
執
行

　
　
と
監
醤
の
機
能
の
分
離
と
い
う
点
が
高
く
評
価
さ
れ
た
（
－
・
O
・
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目
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；
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昌
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蜆
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鶉
p
一
H
ω
1
早
目
9
N
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（
7
）
　
■
Φ
屑
o
」
g
o
．
冒
蜆
蟹
ま
庁
o
g
蜆
o
o
試
ま
餉
o
自
『
o
冨
s
暮
9

　
胃
“
．
H
く
－
N
－
p
ω
「
株
主
総
会
は
、
監
査
役
会
に
よ
る
候
補
者
の

　
提
案
に
拘
束
さ
れ
る
。
こ
の
提
案
は
、
個
々
の
空
席
に
つ
き
少
な
く

　
と
も
二
名
の
指
名
を
要
し
、
か
つ
同
一
人
は
、
複
数
の
提
案
に
お
い

　
て
同
時
に
指
名
さ
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
た
だ
し
、
株
主
総
会
は
、

　
三
分
の
二
の
多
数
に
よ
り
、
監
査
役
会
の
右
の
提
案
を
排
除
し
得

　
る
。
」

（
8
）
申
冒
昌
彗
ρ
9
円
一
二
〇
ヲ
〇
一
け
・
自
o
・
］
嵩
ω
・

（
9
）
O
彗
目
ξ
毛
．
9
庁
．
；
．
S
ひ
．

（
1
0
）
　
監
査
委
員
会
は
、
従
業
員
代
表
に
よ
り
構
成
さ
れ
、
共
同
投
資

　
資
金
の
運
用
と
そ
の
成
果
に
つ
い
て
監
査
す
る
。
な
お
、
詳
細
に
つ

　
い
て
は
、
奥
島
孝
巖
「
現
代
会
社
法
に
お
け
を
支
配
と
参
加
」
二
二

　
七
頁
以
下
参
照
。

（
u
）
　
｝
凧
旨
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耐
庁
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岸
．
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蜆
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⇒
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．
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．
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冒
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．
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（
1
9
）
　
会
計
監
査
役
は
、
特
別
に
作
成
さ
れ
た
名
簿
に
あ
ら
か
じ
め
登

　
録
さ
れ
た
者
よ
り
選
出
さ
れ
る
。
な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、
山
村

　
忠
平
「
フ
ラ
ン
ス
改
正
会
社
法
に
お
け
る
監
査
制
度
H
」
横
浜
市
大

　
諭
叢
一
九
巻
二
号
六
員
以
下
参
照
。

（
2
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S
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（
2
8
）
　
O
昌
－
目
ξ
　
o
P
　
o
ま
ー
目
o
　
－
o
o
o
．

（
2
9
）
　
｝
凧
昌
彗
邑
9
胃
－
＝
o
や
o
津
．
昌
－
旨
3
．

（
3
0
）
　
O
凹
一
］
蜆
㎝
巴
－
～
　
o
勺
1
o
岸
－
自
9
　
｝
－
一

（
班
）
　
　
O
－
與
m
蜆
o
『
㌣
－
o
〇
一
〇
篶
一
自
9
　
㎞
1

（
3
2
）
　
O
艘
目
目
ξ
o
勺
．
a
け
目
o
．
a
．

（
3
3
）
　
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
取
締
役
会
制
度
に
対
す
る
最
犬
の
批
判
は
、

　
社
長
（
一
〕
．
U
■
Ω
、
）
が
、
取
締
役
会
の
議
長
を
兼
ね
る
点
に
向
け
ら

　
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
業
務
執
行
の
監
督
を
な
す
ぺ
き
取
締
役
会
に
お

　
い
て
、
被
監
督
者
た
る
社
長
が
識
長
を
勤
め
る
こ
と
に
よ
り
、
監
督

　
機
関
の
運
営
が
被
監
督
者
に
よ
っ
て
行
わ
れ
、
ひ
い
て
は
監
督
者
と

　
被
監
督
者
の
混
同
が
生
じ
る
と
さ
れ
る
。
（
■
顯
冒
｛
彗
“
（
旨
．
y
■
p

養
o
昌
o
ま
蜆
§
奉
除
8
曽
目
§
邑
鶉
二
；
一
－
岩
3
一
〇
二
汐

暮
ざ
（
一
）

（
3
3
）
　
新
型
株
式
会
社
制
度
を
採
用
す
る
会
社
は
い
ま
だ
少
数
で
あ
り
、

　
毎
年
度
設
立
さ
れ
る
会
社
の
う
ち
、
七
～
八
％
に
と
ど
ま
る
（
こ
の

　
瞥
一
料
に
つ
い
て
は
、
．
ω
け
β
戌
蜆
ε
ρ
自
o
ω
o
岸
α
o
㎜
勺
顯
『
O
顯
コ
自
自
一
〇
や
o
岸
．

　
勺
、
ω
等
参
照
）
。
し
か
し
、
返
年
、
フ
ラ
ン
ス
政
府
の
諮
問
を
受

　
け
た
企
業
改
革
研
究
委
員
会
の
報
告
書
が
発
表
さ
れ
（
シ
ュ
ド
ロ
オ

　
報
告
薔
）
、
そ
こ
に
お
い
て
、
新
型
株
式
会
社
制
度
の
普
及
の
た
め

　
の
改
善
案
が
い
く
つ
か
提
案
さ
れ
た
（
完
串
弓
o
ユ
3
8
冒
ま
α
．
凧

　
旨
ま
勺
o
昌
迂
H
段
胃
目
o
ま
－
．
彗
才
名
ユ
ω
9
岩
饒
一
竃
．
o
。
㎞
－

。
。
ひ
㌣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
橘
犬
挙
犬
学
院
博
士
課
程
）
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